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平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
２

年
間
、
木
島
公
民
館
長
を
お
務

め
頂
い
た
丸
山
忠
吉
さ
ん
（
天

神
堂
）

　

平
成
15
年
４
月
１
日
よ
り
３

年
間
、
富
倉
公
民
館
長
を
お
務

め
頂
い
た
今
井
一
嘉
さ
ん
（
中

谷
）

　

平
成
14
年
４
月
１
日
よ
り
４

年
間
、
外
様
公
民
館
長
を
お
務

め
頂
い
た
島
津
幹
夫
さ
ん
（
中

条
）

　

平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
２

年
間
、
常
盤
公
民
館
長
を
お
務

め
頂
い
た
清
水
勇
治
さ
ん
（
下

水
沢
）

　

平
成
10
年
４
月
１
日
よ
り
８

年
間
、
岡
山
公
民
館
長
を
お
務

め
頂
い
た
田
中
信
明
さ
ん
（
和

水
）

◇
木
島
公
民
館
長　

常
田
元
之

（
野
坂
田
）

◇
富
倉
公
民
館
長　

上
野
英
治

（
倉　

本
）

◇
外
様
公
民
館
長　

清
水　

侃

（
中　

条
）

◇
常
盤
公
民
館
長　

佐
藤
重
雄

（
戸
狩
新
田
）

◇
岡
山
公
民
館
長　

小
出
政
敏

（
上　

境
）

　

ま
た
、
飯
山
公
民
館
の
田
中

清
見
館
長
（
市
ノ
口
）、
秋
津

公
民
館
の
坪
井　

久
館
長
（
大

久
保
）、
瑞
穂
公
民
館
の
丸
山

栄
一
館
長
（
柏
尾
）、
柳
原
公

民
館
の
荻
原　

仁
館
長
（
藤
ノ

木
）、
太
田
公
民
館
の
宮
澤
章

榮
館
長
（
蕨
野
）
が
そ
れ
ぞ
れ

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
10
地
区
の
飯
山
市
地
区
公
民
館
の
内
、
館
長
を
お
務
め
い

た
だ
き
ま
し
た
５
地
区
館
５
名
の
皆
様
が
、
平
成
18
年
３
月
31
日

付
け
に
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
皆
様
、
今
ま
で
公
民

館
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
皆
様
の
後
任
と
い
た
し
ま
し
て
、
平
成
18
年
４
月

１
日
付
け
に
て
新
た
に
５
名
の
皆
様
が
地
区
公
民
館
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。ま
す
ま
す
公
民
館
活
動
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

退　
任　
　

　

就　
任　
　

市
内
５
地
区
公
民
館
長
が
就
任

市
内
５
地
区
公
民
館
長
が
就
任

　

４
月
22
日
（
日
）
に
は
上

棟
式
が
古
式
に
の
っ
と
り
行
わ

れ
、
飯
山
公
民
館
の
寺
の
町
い

い
や
ま
学
習
講
座
と
ふ
る
さ
と

館
と
の
共
催
事
業
と
し
て
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者

は
17
名
で
、

先
ず
、
ふ

る
さ
と
館

を
見
学
し
、

学
習
室
で

上
棟
式
の

内
容
に
つ

い
て
の
学

習
を
行
っ
た
後
、
徒
歩
で
正
受

庵
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

正
受
庵
で
は
10
時
よ
り
上
棟

式
法
要
が
行
わ
れ
て
お
り
、
工

匠
式(

こ
う
し
ょ
う
し
き)

（
棟
上

げ
の
祝
意
を
匠
衆
が
儀
式
化
し
た
も

の
）
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

工
匠
式
は

「
丈
量(

じ
ょ
う

り
ょ
う)

の
儀
」

（
寸
法
ど
お
り
か
量

る
儀
式
）、「
鳴

弦(

め
い
げ
ん)

の
儀
」（
弓
を
引

き
妖
魔
を
祓
う
儀

式
）と
行
わ
れ
、「
曳
綱(

ひ
き
つ
な)

の
儀
」（
棟
木
を
所
定
の
位
置
に
す
え
る

た
め
の
儀
式
）
で
は
式
典
参
列
者
、

見
学
者
全
員
で
の
棟
木
に
つ
な

が
っ
た
綱
を
引
き
、「
槌
打(

つ

ち
う
ち)

の
儀
」（
匠
頭
が
特
別
に
用

意
し
た
掛
矢
を
棟
木
の
位
置
に
置
き
、
こ

れ
を
打
ち
固
定
す
る
儀
式
）
で
、
２
回

３
回
と
槌
が
打
た
れ
、「
撒
餅(

さ

ん
ぺ
い)
、撒
銭(

さ
ん
せ
ん)

の
儀
」

（
上
棟
の
祝
い
と
し
て
繁
栄
の
象
徴
で
あ
る

硬
貨
と
「
す
み
の
も
ち
」
と
呼
ば
れ
る
紅

白
の
餅
を
建
物
の
四
隅
に
撒
く
儀
式
）
が

行
わ
れ
、
工
匠
長
が
寿
詞
奏

上(

み
こ
と
そ
う
じ
ょ
う)
を
し
て

工
匠
式
が
終
了
。
住
職
・
保
存

会
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
式
典

参
列
者
に
よ
り
、
正
受
庵
へ
集

ま
っ
た
約
２
０
０
名
の
市
民
へ

の
撒
餅
撒
銭
が
行
わ
れ
、
上
棟

式
が
終
了
し

ま
し
た
。
参

集
の
子
供
た

ち
は
餅
や
貨

幣
を
い
く
つ

も
拾
っ
て
と

て
も
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

正
受
庵
上
棟
式
見
学
会

寺
の
町
い
い
や
ま
学
習
講
座

飯
山
地
区
公
民
館

市立飯山図書館

女性センター「未来」

飯山市公民館
飯山市美術館

NPO法人ドリームユニオン

パソコン講習会のご案内
････････････････････････････････････
■初心者のためのﾊﾟｿｺﾝ入門 (10 回ｺｰｽ )
　 ｺｰｽ①  7/3 ～毎週月・木　9:30 ～ 11:30

■使えるワード実践ｺｰｽ（8 回ｺｰｽ）
 　ｺｰｽ②  6/5 ～毎週月・木 19:15 ～ 21:15
　 ｺｰｽ③  7/4 ～毎週火・金 13:30-15:30

■エクセル入門（6 回ｺｰｽ）
    ｺｰｽ④  6/6 ～毎週火・金 13:30 ～ 15:30
    ｺｰｽ⑤  6/6 ～毎週火・金 19:15 ～ 21:15

■使えるｴｸｾﾙ実践ｺｰｽ（8 回ｺｰｽ）
　 ｺｰｽ⑥  7/7 ～毎週火・金　19:15 ～ 21:15

■ｴｸｾﾙﾏｽﾀｰ〈基礎〉ｺｰｽ（12 回ｺｰｽ）
　 ｺｰｽ⑦  7/3 ～毎週月・木 13:30 ～ 16:30

■画像加工入門（5 回）
    ｺｰｽ⑧  6/7 ～毎週水    9:30 ～ 11:30

■インターネット入門（5 回）
    ｺｰｽ⑨  6/9 ～毎週火・金    9:30 ～ 11:30
　 ｺｰｽ⑩  7/5 ～毎週水 19:15 ～ 21:15

　※各講座 6 名以上のお申込で開催します。
　※有料講座です。詳細はお問合せ下さい。
　NPO 法人ﾄﾞﾘｰﾑﾕﾆｵﾝ 0269-62-2113（高橋）

協賛　飯山市公民館

　

４
月
１
日
か
ら
、
図
書
館
・
美
術
館
・
公
民
館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
「
未
来
」、

そ
し
て
３
月
に
開
館
し
た
ふ
る
さ
と
館
を
加
え
た
社
会
教
育
関
係
施
設
５
館
が
、

「
飯
山
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
５
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
役
割
や
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
事

業
は
そ
れ
ら
に
沿
っ
て
実
施
し
ま
す
が
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
化
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
館
が
も
つ
施
設
・
設
備
や
人
的
資
源
、
お
よ
び
専
門
的
な
情
報
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
融
通
し
合
っ
て
互
い
の
事
業
に
生
か
し
た
り
、
館
の
管
理
・
保
守
面
で
の

無
駄
を
省
い
た
り
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
互
い
に

類
似
の
事
業
が
あ
る
場
合
は
、
合
同
し
て
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
組
み
替
え
て
、

事
業
の
実
効
性
や
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
の
機
構
改
革
で
す
。

　

社
会
教
育
施
設
の
運
営
が
充
実
し
て
社
会
教
育
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
、
地

域
の
教
育
力
や
地
域
力
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ
で
教
養
や

趣
味
を
学
ん
だ
り
、
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
学
ん
だ
り
す
る
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
子
育
て
や
福
祉
・
介
護
、
そ
し
て
人
権
や
防
災
な
ど
の
地
域
が

協
同
し
て
解
決
に
あ
た
る
地
域
課
題
を
考
え
合
う
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
新
し
く
で
き
た
ふ

る
さ
と
館
は
、
歴
史
を
中
心
に
地
域
の
自
然
等
の
資
料
や
観
光
情
報

を
豊
富
に
集
め
て
あ
り
、
見
学
や
講
義
だ
け
で
な
く
、
実
習
も
出
来

る
施
設
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
も
楽
し
く
学
べ

る
施
設
で
す
の
で
、
是
非
お
出
掛
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
約
１
ヵ
月
、
ま
だ
体
制
は
整
っ
て

い
な
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
職
員
は
市
民
の
皆
様
の
要
望
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
施
設
の
利
便
性
や
学
習
講
座
の
改
善
に
一
層
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

 

飯
山
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー　

所
長　

土 

屋   

稔

飯山市ふるさと館


